






○研究目的および方法 

この研究の目的は,胎児障害すなわち胎児死亡・胎児先天異常・胎児疾患・子宮内発育遅延

・流早産などが,社会の最近の変化に伴った生活環境・社会構造・医療によって如何なる影

響をうけるかを調査する目的で行なわれた。この成果は,将来の母子衛生行政に重大な示唆

を与えるものと思われる。この研究の方法は,疫学調査に重点をおき,また必要な臨床検査

を行ない,データは統計学的処理を行なった。 


